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☆ 年長者のふれあいの場の充実 

 

 〇多様なサロン活動 

 

 〇ふれあい敬老会の実施 

 

 〇まちづくり協議会行事等との連携・支援 

    ・スポーツサロン、ふれあい昼食会等 

 

 〇多世代交流事業への参加協力 

    ・ふれあいまつり、もちつき大会等 

 

☆ 社会福祉協議会の活動の周知 

 

 〇社協だよりの発行 

 

 〇まちづくり協議会だよりの活用 

 

 〇地域行事での活動の紹介 

 

 〇福祉講座の開催 

 

 〇子ども会との連携 

・子ども福祉協力員（ウエルクラブ） 

浅生地区社会福祉協議会 「住民発！浅生地区 小地域福祉活動第３次計画 2023年～2027年」 

住みよい安全安心なまち浅生 
                             ～ 一人ひとりの安全安心な暮らしを支えるために ～ 
 

基本目標１ 

 福祉の心を地域に広げよう 

基本目標２ 

ふれあい交流の絆を深めよう 

 

 

基本目標３ 

 安全安心な暮らしを 

支え合おう 

築いていこう 

                 

  

 

☆ ふれあいネットワーク活動 

 〇高齢世帯等への声かけ見守り訪問 

 〇連絡調整会議での地域課題の共有 

 〇認知症高齢者の地域での見守り 

 〇支援を必要とする世帯の把握 

☆地域の安全のための取り組み 

〇夜間パトロール活動への参加協力 

〇児童の登下校見守り・声掛け活動への 

                          参加協力 

〇警察、消防等行政機関との情報交換 

〇防災・避難・誘導を想定した取り組み 

☆地域活動の体制づくり 

〇ボランティア活動への参加呼びかけ 

 〇区役所保健・福祉窓口との連絡体制 

 〇福祉協力員の資質向上（研修活動） 



 

 

 

浅生地区社会福祉協議会は「住みよい安全安心なまち浅生」を目指して、ふれあいネット

ワーク活動を中心に地域の福祉活動に取り組んでまいりました。 

地域の安全安心を支える防犯・防災や保健・医療等の福祉行政は、往時に比べて格段に

充実していますが、一方で、高齢化の進展や社会・経済活動の広域化に伴い、近くの親類や

縁者のいない一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加しています。 

事故や災害・病気等で緊急の手助けを必要とする場合、身近な人の繋がりが大切です。 

「人は一人では人間ではない」という言葉があります。「人」の「間」と書いて人間です。親

子、夫婦、親戚だけでなく仕事や学校、友人等様々な人間関係の中で生きており、人との繋

がりがなければ生きていけないという意味だと思います。 

困っていることや心配事は、近くの民生委員や福祉協力員にご相談ください。関係行政機

関や専門組織に繋ぐなど解決に向けて一緒に考えてまいります。 

浅生地区社会福祉協議会は、この度、令和５年度から５年間の活動の指針として第三次

計画を策定しました。地域の皆様一人ひとりが安全安心に生活していけるよう、まちづくり協

議会や自治会、民生委員児童委員協議会などの地域組織と連携して、ふれあいネットワーク

を中心として活動してまいります。 

浅生地区にお住まいのみなさまへ 

◆第三次計画の期間 

２０２３年（令和５年）～２０２７年までの５ヵ年

です。 

ただし、計画期間中、地域を取り巻く状況に

大きな変化があれば、見直しを行います。 

◆第三次計画の推進体制と進行管理 

 

計画の実施項目は、多様な関係団体・機関

の協働によって実行されます。 

今後、策定委員は、推進委員として、計画

の進行を管理していきます。 
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